
平成２８年度第４回 理 事 会 議 事 録 

 

一般社団法人         

静岡県建設コンサルタンツ協会 

 

１．開催日時 平成２８年９月１６日(金) １０時１５分開会１２時閉会 

２．開催場所 協会会議室 

３．理事会開会 

（１）出席した役員等の氏名 

会 長   森崎祐治 

副会長   鈴木正之  服部剛明  藤山義修 

理  事   齋 秀之  小田稔彦  小田秀昭  近藤拓己 

監 事  鶴田忠男   杉山 博 

【欠席：理事 吉田英司】 

事務局長  村松光康 

理事９名中８名出席により理事会は成立。 

（２）森崎会長挨拶 

（３）定款第３５条の規定により森崎会長が議長に就任。 

４．議 事 

（１）平成 28 年度部会等事業について 

  ア．土木防災部会、道路・構造部会 

8 月 26 日(金)に、三保海岸浸食対策・三保の松原景観環境保全対策等 

の現地研修会を実施し、会員 31 名が参加した。 

  イ．上・下水道部会、都市(まち)づくり部会 

    9 月 8 日(木)に、｢まちづくり｣講習会を静岡県男女共同参画センター 

    (あざれあ)で開催し、会員 29 名、行政 21 名、他団体 11 名の計 61 名 

 が参加した。 

ウ．農林・環境部会 

  9 月 9 日(金)に、バスを利用して、伊豆ジオパーク等研修会を実施し、 

会員 36 名が参加した。 

   エ．9 月 29 日(木)に、富士砂防事務所の協力を得て、大沢崩れ源頭部視察 

研修を予定している。参加予定者は 16 名である。（土木防災部会担当） 



   オ．7 月 26 日(火)に、静岡県男女共同参画センター(あざれあ)で、静岡県 

     測量設計業協会と共催で「災害復旧事業技術研修会」を開催した。 

     参加者は会員 60 名、静測協 21 名、計 81 名であった。（土木防災部会 

担当） 

（２）第 12 回技術研究発表会実施結果について 

   申込者 410 名に対し、88％にあたる 361 名（過去最高）が参加した。 

経費は 528,018 円と、今までの最低額であった。 

（３）技術研究部会に情報分科会（仮称）設置について 

情報分科会を設ける事について協議した結果、全会一致により設置が承 

認された。合わせてメンバーの募集等についても了承された。 

 （４）静岡県教育委員会からの技術支援について 

   静岡県立中央特別支援学校敷地内の地盤沈下の対応について、8 月 26 日

(金)、技術研究部会 松村副部会長、吉野部会長代理、外 2 名が、協会の

回答書を持参し、担当の財務課教育施設班職員に説明した。 

   財務課はこれを受けて、今後の対応を検討することとなった。 

（５）静岡県交通基盤部との意見交換会(28.9.1)について 

   9 月１日(木)に静岡県側 12 人(杉保交通基盤部理事外 11 名)と当協会 8 

   名（森崎会長、鈴木・服部・藤山各副会長、木犀会の石野代表世話人外 

3 名）による意見交換会が行われ、有意義な会議であった。 

その概要は、石野氏が取りまとめ中である。 

 （６）静岡県の橋梁点検・補修研修について 

    10 月 13 日(木)14 日(金)が沼津会場、10 月 19 日(水)20 日(木)が袋井会 

場でそれぞれ開催され、会員の技術社員 延 19 名が交代にて講師を務め、 

無事終了した。 

 （７）ホームページの「会員専用」ページ開設について 

    平成 15 年 4 月に作成した設計業務照査要領に技術研究部会・分科会委員 

が検討を加え、新たに作成した。 

このため、会員が専用として利用することを目的に開設するもので、了 

承された。 

この取扱いについては、一度県に相談する必要があるとの一部意見を受 

け、検討を進めることとした。 

（８）「衆議院議員井林たつのり君を育てる会」(28.11.7)について 

  11 月 7 日（月）に東京の憲政記念館で開催されるが、この参加案内が 

あった。昨年度の経緯もあり、協力することで了承された。 



（９）報告事項 

ア．第 2 回建設関連業イメージアップ促進協議会(28.7.12)について 

7 月 12 日(火)に開催された協議会の概要について報告がなされた。 

イ．経済産業省関東経済産業職員の来所(28.8.4)について 

8 月 4 日(木)に 2 名の職員が来所し、服部副会長と村松事務局長が、 

消費税転嫁対策の取組状況等についての説明を受けた。 

   ウ．静岡県建設産業団体連合会委員会委員について 

     平成 28・29 年度総務・広報委員会委員として、前期に引続き、服部副 

     会長が委嘱された。 

   エ．沼津河川国道事務所総合防災訓練(28.9.2)への参加について 

     9 月 2 日(金)に開催された防災訓練に、前年度に引続き、災害協定に 

     基づき第 1 連絡先である㈱東海建設コンサルタントが参加した。 

   オ．浜松河川国道事務所からのシンポジウム(28.11.1)の後援依頼について 

11 月 1 日(火)に開催する「天竜川・遠州灘海岸シンポジウム」への後 

援を依頼されたので、7 月 25 日付で後援を承認し、回答した。 

（10）その他 

ア．9 月 14 日(水)、静岡県工事検査課山口検査監より、事務局へ、次の 

とおり連絡があった。 

・優良業務の表彰式を、11 月 2 日（水）三島市民文化会館で行うが、 

建コン・補償コン・静測協・地質の 4 協会会長を招待し、壇上に 

上がっていただく。 

又、代表して建コン協会長に挨拶を予定している。 

     ・建コン協会 30 名、補償コン 10 名の動員をお願いしたい。 

     このため、協力することとした。 

イ．顧問薮田県議の県議会副議長就任を祝う会について 

     10 月 31 日(月)掛川グランドホテルで開催される祝う会に、会長代理 

     として、藤山副会長が出席することになった。 

   ウ．10 月 7 日(金)に開催される、全国建設コンサルタント業協会連合会主 

催の県会長・副会長会議(東京)に、会長と副会長 3 名が出席する。 

 

 

 

    以上をもって第４回理事会を１２時に閉会した。 

 



この議事録が正確であることを証するため、定款第３７条に基づき、議長及び

出席した監事が記名押印する。 

平成２８年９月１６日  

 

議 長・代表理事   森 崎 祐 治  ㊞ 

      

監 事   鶴 田 忠 男  ㊞ 

 

監 事   杉 山   博  ㊞ 


